
事業間優先度評価システム　評価シート

主要目標番号 Ⅰ．Ⅰ－３．（１）

対象事業
中山間地域総合整備事業

主要目標 農村生活・生産機能の向上

農業所得
増加額

千円/ha

双葉北部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ a 1,743 2 5 Ⅰ 事業間ランクⅠであり、優先度が高い 実施

身延南部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ a 1,249 1 9 SⅠ 事業間ランクSⅠであり、優先度が高い 実施

基準値 1203以上 基準値 7.0

コメント 評価結果
事業間
ランク

貢献度ランクの評価 副次効果ランクの評価

事業間優先度の評価個別事業の妥当性評価

優先順位付け
の考え方

対象地区・箇所名
公共関
与、事
業執行
主体の
妥当性

経済効
率性

事業
実施、
規模
の妥
当性

整備
手法
の有
効性

農業所得の増加
額が大きい地区

副次効果
ランク

評点
貢献度
ランク

環境
負荷
への
配慮

事業
計画
の熟
度
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